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三つの視点
愛媛県人権教育協議会
代表幹事　村上　進

今も残るハンセン病への偏見
　3０数年程前、差別にあらがい生きてきた方が
「私ら、差別を語るんも、隠すんも地獄なんよ。
分かってんや」と涙をぽろぽろと流しながら絶
叫され、私も一緒に泣きました。
　２００７年、国立療養所大島青松園に入所されて
いる西条市出身のお二人と出会いました。お二
人は、驚くべき人生被害の事実を語るとともに
「私には兄弟や甥

おい
、姪

めい
もいます。その人たちが

何のこだわりもなく『僕のおじさんは、ハンセ
ン病だった』と言える『ふるさと』を創ってほ
しい」と話されました。今も、社会的に弱い立
場の人々は声をあげることができません。

ハンセン病に学ぶ三つの視点
　西条市は「偏見や差別のない共生社会」の実
現に取り組んでいます。私も自分自身の課題と

し、仲間と共に、お二人にお帰りいただける
「ふるさと」西条の実現に取り組んできました。
その取り組みから気付いたのは、ハンセン病問
題を構造的に捉えた三つの視点です。
　一つ目は、個人的差別の視点。私たちは、偏
見や差別を抱え込みながら、よく無関心、無関
係を装い、社会的・法的差別を許し、支えてし
まいます。
　二つ目は、社会的差別の視点。私たちの社会
では、法と連動して無

むらい
癩県

けん
運動（※）などを展

開し、新たな偏見や差別を作り、あおり、助長
し、入所者や家族を排斥しました。今も新型コ
ロナ感染者などを検索し同調圧力を強め、地域
から排斥しています。
　三つ目は、法的差別の視点。１９０７年に公布さ
れた「癩

らい
予防ニ関スル件」は「らい予防法」に

引き継がれました。それは想像を絶する「人生
被害」をもたらすとともに、法が国民や社会に
偏見や差別を植え付け、強めました。
　このようにハンセン病問題に限らず、新型コ
ロナ感染症問題などでも個人的、社会的、法的
に差別が構造的に絡み合っています。この絡み
あった差別を解きほぐすため、一人一人が被差
別の人々の位置に立って「自分の差別性と向き
合い、学び、語る」取り組みを始めましょう。

※�ハンセン病患者が自分たちの町や村に１人もいないことを目指
し、患者摘発や療養所へ強制収容を行う官民一体となった運動

教員時のある出会
いをきっかけに、
生涯のテーマとし
て人権・同和教育
に取り組む

▲�大島青松園に入所されている西条市出身のお二人（右・中
央）と、村上さん（左）。西条市差別をなくする市民の集
いにて
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